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(57)【要約】
【課題】自動車の運転者等の対象者の各種の感覚上の負
荷の状態に応じ、当該対象者に適切に情報伝達すること
。
【解決手段】情報提示システム１０は、入力情報を取得
する入力情報取得手段１１と、対象者の幾つかの感覚を
通じて出力情報を伝達可能に作動する情報伝達手段１２
と、入力情報に基づき出力情報を生成し、出力情報に従
って情報伝達手段１２を作動させる情報提示処理装置１
３とを備えている。入力情報取得手段１１では、入力情
報として、出力情報の提示内容を特定するための要素か
らなる要素情報と、出力情報の伝達に影響を与える伝達
影響情報とが取得される。情報提示処理装置１３では、
伝達影響情報から対象者の各感覚における情報吸収能力
の容量に対応する負荷の状態を感覚毎に推定し、出力情
報の種類に応じて当該出力情報を提示するタイミングを
調整しながら負荷の少ない感覚を通じて出力情報を提示
する。
【選択図】　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の入力情報に基づいて生成された出力情報を対象者に提示する情報提示システムに
おいて、
　前記入力情報を取得する入力情報取得手段と、前記対象者の幾つかの感覚を通じて当該
対象者に前記出力情報を伝達可能に作動する情報伝達手段と、前記入力情報に基づき前記
出力情報を生成し、当該出力情報に従って前記情報伝達手段を作動させる情報提示処理手
段とを備え、
　前記入力情報取得手段では、前記入力情報として、前記出力情報の提示内容を特定する
ための要素からなる要素情報と、前記出力情報の伝達に影響を与える伝達影響情報とが取
得され、
　前記情報提示処理手段では、前記伝達影響情報から、前記対象者の各感覚における情報
吸収能力の容量に対応する負荷の状態を前記感覚毎に推定し、前記出力情報の種類に応じ
て当該出力情報を提示するタイミングを調整しながら、前記負荷の少ない前記感覚を通じ
て前記出力情報を前記情報伝達手段から前記対象者に伝達させることを特徴とする情報提
示システム。
【請求項２】
　所定の入力情報に基づいて生成された出力情報を対象者に提示する情報提示システムに
おいて、
　前記入力情報を取得する入力情報取得手段と、前記対象者の幾つかの感覚を通じて当該
対象者に前記出力情報を伝達可能に作動する情報伝達手段と、前記入力情報に基づき前記
出力情報を生成し、当該出力情報に従って前記情報伝達手段を作動させる情報提示処理手
段とを備え、
　前記入力情報取得手段では、前記入力情報として、前記出力情報の提示内容を特定する
ための要素からなる要素情報と、前記出力情報の伝達に影響を与える伝達影響情報とが取
得され、
　前記情報提示処理手段は、前記要素情報から前記提示内容を特定する提示内容特定部と
、前記伝達影響情報から、前記対象者の各感覚における情報吸収能力の容量に対応する負
荷の状態を前記感覚毎に推定する負荷状態推定部と、前記提示内容特定部での特定及び前
記負荷状態推定部での推定に基づき前記提示内容を調整する伝達情報調整部とを備え、
　前記伝達情報調整部は、前記調整後の前記出力情報を前記負荷の少ない感覚を通じて前
記対象者に伝達するように、前記情報伝達手段を作動させることを特徴とする情報提示シ
ステム。
【請求項３】
　前記提示内容特定部では、予め記憶されたデータベースにより、前記提示内容として、
前記出力情報の種類と、その提示タイミングと、情報伝達すべき前記各感覚の優先順位と
が、前記要素情報に対応して特定されることを特徴とする請求項２記載の情報提示システ
ム。
【請求項４】
　前記負荷状態推定部では、予め記憶されたデータベースにより、前記負荷として、視覚
上の視覚的負荷と、聴覚上の聴覚的負荷と、触覚上の触覚的負荷とが、前記伝達影響情報
に対応して推定されることを特徴とする請求項２記載の情報提示システム。
【請求項５】
　前記伝達情報調整部では、前記各感覚における前記負荷の程度と、これら各負荷の状態
を総合して前記対象者に伝達する前記感覚の優先度との関係が予め記憶されており、当該
優先度及び前記提示内容から前記出力情報を提示すべき前記感覚を特定し、当該感覚を通
じて情報伝達されるように前記情報伝達手段を作動させることを特徴とする請求項２記載
の情報提示システム。
【請求項６】
　前記情報提示処理手段は、前記対象者への情報伝達における達成度を判定し、当該達成
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度に応じた処理を行う達成度判定処理部を更に備えたことを特徴とする請求項１記載の情
報提示システム。
【請求項７】
　所定の入力情報に基づき、自動車の運転に際する注意喚起情報を含む各種の運転支援情
報を生成して運転者に提示する情報提示システムにおいて、
　前記入力情報を取得する入力情報取得手段と、前記運転者の幾つかの感覚を通じて当該
運転者に前記運転支援情報を伝達可能に作動する情報伝達手段と、前記入力情報に基づき
前記出力情報を生成し、当該出力情報に従って前記情報伝達手段を作動させる情報提示処
理手段とを備え、
　前記入力情報取得手段では、前記入力情報として、前記運転支援情報の提示内容を特定
するための要素からなる要素情報と、前記運転支援情報の伝達に影響を与える伝達影響情
報とを含んで取得され、
　前記情報提示処理手段では、前記伝達影響情報から、前記運転者の各感覚における情報
吸収能力の容量に対応する負荷の状態を前記感覚毎に推定し、前記運転支援情報の種類に
応じて当該運転支援情報を提示するタイミングを調整しながら、前記負荷の少ない前記感
覚を通じて前記運転支援情報を前記情報伝達手段から前記運転者に伝達させることを特徴
とする情報提示システム。
【請求項８】
　所定の入力情報に基づき、対象者の幾つかの感覚を通じて当該対象者に所定の出力情報
を提示するための処理を行う情報提示処理装置において、
　前記対象者の各感覚における情報吸収能力の容量に対応する負荷の状態を前記感覚毎に
推定する負荷状態推定部と、当該負荷の推定に基づき、前記出力情報を提示する前記感覚
を選択する伝達情報調整部とを備え、
　前記負荷状態推定部では、前記対象者への前記出力情報の伝達に影響を与える前記入力
情報に基づいて前記負荷の状態が推定され、
　前記伝達情報調整部では、前記負荷の少ない前記感覚を通じて前記出力情報が前記対象
者に伝達されるように、前記出力情報の提示に用いる前記感覚が選択されることを特徴と
する情報提示処理装置。
【請求項９】
　所定の入力情報に基づき、対象者の幾つかの感覚を通じて当該対象者に所定の出力情報
を提示するための処理を行う情報提示処理装置のプログラムにおいて、
　前記対象者の各感覚における情報吸収能力の容量に対応する負荷の状態を前記感覚毎に
推定する負荷状態推定部と、当該負荷の推定に基づき、前記出力情報を提示する前記感覚
を選択する伝達情報調整部としてコンピュータを機能させ、
　前記負荷状態推定部では、前記対象者への前記出力情報の伝達に影響を与える前記入力
情報に基づいて前記負荷の状態が推定され、
　前記伝達情報調整部では、前記負荷の少ない前記感覚を通じて前記出力情報が前記対象
者に伝達されるように、前記出力情報の提示に用いる前記感覚が選択されることを特徴と
する情報提示処理装置のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の対象者に対し、当該対象者の種々の感覚を通じて各種情報を効果的に
伝達するための情報提示システム、情報提示処理装置及びそのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の自動車社会では、交通事故削減件数の限界が大きな課題となっており、その対策
として、近年、完全自動運転の実現を視野に入れた高度知能化運転技術が注目されている
。これまでは、限定的な環境での自動運転の実現のみならず、運転者の認知、判断、操作
を支援する多種多様な技術が実装され、当該技術が実装された運転者支援システムに対し
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ては、交通事故の削減や運転者の負担軽減が期待されている。ところが、自動車事故原因
の７割以上が、運転者の危険状態の認識不足であると言われており、前記運転者支援シス
テムでは、様々な支援がなされているにも関わらず、交通事故が発生してしまう要因とし
て、運転者の注意容量の限界が考えられる。例えば、交通量が多く、標識や歩行者等の視
覚的認知に基づく情報が多い状況では、運転者の視覚的な注意量が他の感覚に対して増加
する。このような状況で、映像等を用いた注意喚起等の視覚的支援がなされると、運転者
の視覚的認知負荷が更に高まり、運転者のパフォーマンスが低下してしまう。しかも、個
人差はあるものの、注意容量が限界を超えると、運転者への支援が看過されてしまう虞も
ある。
【０００３】
　特許文献１には、車両の注意喚起装置が開示されている。この注意喚起装置では、車両
の走行状態から運転者の注意力レベルを推定し、車両の異常挙動が検出されると、聴覚、
視覚、触覚による注意喚起情報を運転者に提示するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－１６２０１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記特許文献１の注意喚起装置にあっては、運転者の状態や周囲の環境
等、情報伝達に影響する各種状況を考慮することなく、注意力レベルが低下して車両の異
常挙動が検出したときに、一律の注意喚起がなされる。従って、運転者の状況や周囲の環
境等により、注意喚起する時点で運転手の負荷が高い感覚が存在している場合に、当該感
覚に対しても注意喚起情報が与えられてしまう。その結果、折角の注意喚起を有効に運転
者に効果的に伝達できず、運転支援として必ずしも十分とは言えない。すなわち、例えば
、周囲の自動車や歩行者の密度が高い場合や、夜間や雨中の運転等の視界の悪い場合等に
おいては、運転者の視覚認知に対する負荷が高く、この場合、ディスプレイ表示等の視覚
を通じた注意喚起は、運転者への伝達効果が低くなる。また、例えば、車内外の音量が高
い場合や、運転者が聴取する音源の位置や音の種類が多いような場合等においては、運転
者の聴覚認知に対する負荷が高く、この場合に、車内スピーカの音の発生等の聴覚を通じ
た注意喚起は、運転者への伝達効果が低くなる。これら場合のように、負荷が高い感覚に
対して更に情報が提示されると、運転者の心理的負担が大きくなり、逆に、運転者の注意
意識が更に散漫になり得る。
【０００６】
　本発明は、このような課題に着目して案出されたものであり、その目的は、自動車の運
転者等の対象者の各種の感覚上の負荷の状態に応じ、当該対象者に適切に情報伝達するこ
とができる情報提示システム、情報提示処理装置及びそのプログラムを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明は、主として、所定の入力情報に基づいて生成された
出力情報を対象者に提示する情報提示システムにおいて、前記入力情報を取得する入力情
報取得手段と、前記対象者の幾つかの感覚を通じて当該対象者に前記出力情報を伝達可能
に作動する情報伝達手段と、前記入力情報に基づき前記出力情報を生成し、当該出力情報
に従って前記情報伝達手段を作動させる情報提示処理手段とを備え、前記入力情報取得手
段では、前記入力情報として、前記出力情報の提示内容を特定するための要素からなる要
素情報と、前記出力情報の伝達に影響を与える伝達影響情報とが取得され、前記情報提示
処理手段では、前記伝達影響情報から、前記対象者の各感覚における情報吸収能力の容量
に対応する負荷の状態を前記感覚毎に推定し、前記出力情報の種類に応じて当該出力情報
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を提示するタイミングを調整しながら、前記負荷の少ない前記感覚を通じて前記出力情報
を前記情報伝達手段から前記対象者に伝達させる、という構成を採っている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では、入力情報として、出力情報の伝達に影響を与える伝達影響情報が取得され
、この伝達影響情報から、対象者の感覚上の負荷の状態が感覚毎に推定され、その結果を
利用して出力情報の提示が調整される。換言すれば、対象者が情報を受領する時点におい
て、当該対象者において情報吸収容量に余裕のある感覚が特定され、当該感覚を通じて出
力情報が対象者に提示されることになり、当該出力情報が対象者に適切に伝わり易くなる
。また、出力情報の種類に応じて提示タイミングを決めることで、出力情報を効果的に対
象者に伝えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る情報提示システムの全体構成を表したブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
【００１１】
　図１には、本実施形態に係る情報提示システムの全体構成を表したブロック図が示され
ている。この図において、前記情報提示システム１０は、所定の入力情報に基づき、自動
車の運転に際する注意喚起情報を含む各種の運転支援情報（出力情報）を生成して運転者
（対象者）に提示するシステムである。
【００１２】
　この情報提示システム１０は、各種の入力情報を取得する入力情報取得手段１１と、運
転者の各種の感覚を通じて運転支援情報を伝達可能に作動する情報伝達手段１２と、入力
情報取得手段１１からの入力情報に基づき運転支援情報を生成し、当該運転支援情報に応
じて情報伝達手段１２を作動させる情報提示処理手段として機能する情報提示処理装置１
３とを有している。
【００１３】
　前記入力情報取得手段１１では、入力情報として、運転支援情報の提示内容を特定する
ための要素からなる要素情報と、運転支援情報の伝達に影響を与える伝達影響情報とが取
得される。
【００１４】
　この入力情報取得手段１１は、運転者の運転環境に関する環境情報を取得する環境情報
取得部１５と、運転者の状態に関する運転者情報を取得する運転者情報取得部１６と、運
転者の運転行動に関する行動情報を取得する行動情報取得部１７と、外部から運転者に伝
達される外部情報を取得する外部情報取得部１８とにより構成される。
【００１５】
　前記環境情報取得部１５は、自動車の周囲に存在する人や物等の物体の存在及び位置関
係を表す車両周辺情報を検出可能な測域センサ等のセンサ類と、外部で生成された地図情
報や渋滞情報等の道路交通情報等を受信可能な受信機器類と、自動車の車内の音量や音源
数を検出可能に複数箇所に配置されたマイク類と、自動車に付与される振動や遠心力等を
検出可能な加速度センサや振動センサ等のセンサ類とを含む。これらにより取得、検出さ
れた環境情報は、その種類に応じ、前記要素情報や前記伝達影響情報として利用される。
【００１６】
　前記運転者情報取得部１６は、運転者の状態を検知可能なカメラやセンサ等及びその周
辺機器からなり、当該検知結果から、公知の手法により、運転者の顔の向きの特定や、運
転者の目の動きによる眠気判定や、心拍数、脳波等のバイタルデータに基づく運転者の精
神的負担の推定等を行えるようになっている。ここで取得された運転者情報は、主として
、前記要素情報として利用される。
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【００１７】
　前記行動情報取得部１７は、運転者によるウインカー操作や、運転者によるハンドル操
作による操舵角や、ブレーキやアクセルの操作による運転時の速度変化等を各種の車載セ
ンサで検知することにより、運転者の運転行動の状態を推定可能になっている。ここで取
得された行動情報は、主として、前記要素情報として利用される。
【００１８】
　前記外部情報取得部１８は、スマートフォン等の端末からなり、所定のタイミングで外
部情報を受信可能となっている。ここで取得された外部情報は、主として、前記要素情報
として利用される。
【００１９】
　前記情報伝達手段１２は、運転者の視覚を通じて運転支援情報を伝達する視覚伝達装置
２０と、運転者の聴覚を通じて運転支援情報を伝達する聴覚伝達装置２１と、運転者の触
覚を通じて運転支援情報を伝達する触覚伝達装置２２とからなる。
【００２０】
　前記視覚伝達装置２０は、運転者が視認可能となる所定の文字や画像からなる視覚情報
を表示する画像表示装置からなる。この画像表示装置としては、特に限定されるものでは
ないが、自動車のフロントウインドウの下側に視覚情報を提示可能なヘッドアップディス
プレイ等を例示できる。例えば、運転支援情報が注意喚起情報である場合には、自動車の
前後左右における周囲を８方向に分割し、どの方向における注意喚起なのかを運転者が視
認するためのマーク等を表示可能となっている。
【００２１】
　前記聴覚伝達装置２１は、運転者が聴取可能となる所定の音からなる聴覚情報を発する
音発生装置からなる。この音発生装置としては、特に限定されるものではないが、運転者
の周囲８方向からそれぞれ独立して所定音を発生するスピーカを例示でき、例えば、運転
支援情報が注意喚起情報である場合、どの方向における注意喚起なのかを運転者が識別可
能に車内の複数箇所に配置される。
【００２２】
　前記触覚伝達装置２２は、運転者に触覚情報として所定の振動を付与する振動発生装置
からなる。この振動発生装置は、特に限定されるものではないが、運転者が着座するシー
ト内の８か所にそれぞれ独立して振動可能に配置され、例えば、運転支援情報が注意喚起
情報である場合、前記８か所に対応する８方向のどの方向における注意喚起なのかを運転
者が感知可能に設けられる。
【００２３】
　なお、前記情報伝達手段１２としては、各種の感覚を通じて各種の運転支援情報を伝達
できる限りにおいて、他の様々なヒューマンインターフェースを適用可能である。
【００２４】
　前記情報提示処理装置１３は、ＣＰＵ等の演算処理装置及びメモリやハードディスク等
の記憶装置等を有するコンピュータからなり、当該コンピュータを以下の各部として機能
させるためのプログラムがインストールされている。
【００２５】
　この情報提示処理装置１３は、前記伝達影響情報から、運転者の各感覚における情報吸
収能力の容量に対応する負荷の状態を感覚毎に推定し、運転支援情報の種類に応じて当該
運転支援情報を提示するタイミングを調整しながら、負荷の少ない感覚を通じて運転支援
情報を所定の情報伝達手段１２から運転者に伝達させるようになっている。
【００２６】
　すなわち、情報提示処理装置１３は、前記要素情報から運転支援情報の提示内容を特定
する提示内容特定部２４と、前記伝達影響情報から運転者の感覚毎の負荷の状態を推定す
る負荷状態推定部２５と、提示内容特定部２４での特定及び負荷状態推定部２５での推定
に基づき、提示内容特定部２４で特定された提示内容を調整する伝達情報調整部２６と、
運転者への情報伝達における達成度を判定し、当該達成度に応じた処理を行う達成度判定
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処理部２７とを備えている。
【００２７】
　前記提示内容特定部２４では、先ず、入力情報のうち要素情報により、何等かの情報提
示の必要性の有無が判断される。そして、当該情報提示が必要であると判断された場合に
は、予め記憶されたデータベースに基づき、各種の要素情報の中から、提示内容として、
運転支援情報の種類と、その提示タイミングと、情報伝達すべき３種の感覚である視覚、
聴覚、触覚の優先順位とが特定される。
【００２８】
　例えば、運転者情報取得部１６により、運転者の居眠り状態である旨の運転者情報が、
前記要素情報として検知された場合においては、次のように提示内容が特定される。すな
わち、前記データベースから、運転支援情報として、運転者に居眠り状態を解除するため
の警報となる注意喚起情報が選択されるとともに、情報提示タイミングとして、今すぐに
情報提示することが選択され、更に、情報提示する感覚の優先順位を聴覚、触覚の順とし
、視覚による情報提示は行わない旨特定される。
【００２９】
　また、例えば、環境情報取得部１５により、ある程度先の進行ルートの所定地点で交通
渋滞や通行止め等が存在する旨の環境情報が、前記要素情報として取得された場合におい
ては、次のように提示内容が特定される。すなわち、前記データベースから、運転支援情
報として、運転者に迂回ルートを提案するルート提案情報が選択されるとともに、情報提
示タイミングとして、次の交差点までの所定の時間内に情報提示することが選択され、更
に、情報提示する感覚の優先順位を視覚、聴覚の順とし、触覚による情報提示は行わない
旨特定される。
【００３０】
　前記負荷状態推定部２５では、予め記憶されたデータベースを用いて、運転者の感覚上
の負荷として、視覚上の負荷である視覚的負荷と、聴覚上の負荷である聴覚的負荷と、触
覚上の負荷である触覚的負荷とが推定される。これら各負荷は、前記データベースにより
、入力情報のうち伝達影響情報によって把握される後述の各パラメータに応じ、低い状態
から高い状態までの複数段階や数値等で特定される。
【００３１】
　前記視覚的負荷におけるパラメータとしては、特に限定されるものではないが、自動車
の周囲の交通量、当該周囲の歩行者数、当該周囲の標識の数、降雨量、及び日中夜間の別
等を例示できる。
【００３２】
　前記触覚的負荷におけるパラメータとしては、特に限定されるものではないが、運転者
が聴取する音量や音源数等を例示できる。
【００３３】
　前記触覚的負荷におけるパラメータとしては、特に限定されるものではないが、道路に
よる車体の振動状態や慣性力の大きさ等を例示できる。
【００３４】
　前記伝達情報調整部２６では、提示内容特定部２４で特定された提示内容について、負
荷状態推定部２５で推定された運転者の各感覚上の負荷の状態に基づいて、運転支援情報
を提示すべき情報伝達手段１２の何れかの装置２０～２２を決定し、当該装置２０～２２
を作動させる指令を行うようになっている。ここでは、予め行った実験に基づくデータに
よりデータベースに記憶された関係、すなわち、視覚的負荷、聴覚的負荷、及び触覚的負
荷のそれぞれの程度（大きさや段階）と、これら各負荷の状態を総合して運転者に伝達す
る感覚の優先度との関係が用いられる。
 
【００３５】
　例えば、視界の悪い雨中の夜間運転で、交通量や歩行者や標識等、運転者の視界に存在
する物体が多いものの、運転者が聴取する音量が少ない静かな場合には、負荷状態推定部
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２５により、視覚よりも、聴覚や触覚の方が情報吸収に余裕があるとされる。そこで、伝
達情報調整部２６では、提示内容特定部２４で特定された提示内容と対比し、次の処理が
行われる。例えば、提示内容特定部２４では、該当する運転支援情報を提示する感覚とし
て視覚が最優先とされ、触覚での伝達が不適切とされたときに、伝達情報調整部２６では
、負荷状態推定部２５の推定結果から、情報提示する対象の感覚を視覚から聴覚に変更し
、音による運転支援情報が聴覚伝達装置２１に伝送される。
【００３６】
　つまり、伝達情報調整部２６では、提示内容特定部２７で特定された情報提示タイミン
グにおいて負荷状態推定部２５で推定された運転者の各感覚の負荷の優先度と、提示内容
特定部２７で決定された情報伝達すべき各感覚の優先順位とを勘案し、当該タイミングに
おいて情報提示に最適となる負荷の少ない感覚が選択され、当該感覚に対応する情報伝達
手段１２の各装置２０～２２の何れかにより情報提示が行われる。
【００３７】
　前記達成度判定処理部２７では、情報伝達手段１２から注意喚起情報等の運転支援情報
が提示された後、所定の時間毎に、入力情報取得手段１１からの要素情報に基づいて、既
に提示された運転支援情報が効果的に伝達されたか否かが判定される。そして、注意喚起
すべき危険状態が未だ回避されていない等、当該運転支援情報が効果的に運転者に伝達さ
れていないと判定された場合には、再度、負荷状態推定部２５及び伝達情報調整部２６で
の前述の処理を経て情報提示が再度行われる。なお、同一の運転支援情報が運転者の同一
の感覚に繰り返し提示されるような場合には、伝達情報調整部２６で、情報伝達の強度を
前段階よりも更に強くしても良い。一方、注意喚起すべき危険状態が回避された等、運転
支援情報が効果的に運転者に伝達されたと判定された場合には、以降、同一の運転支援情
報の提示が行われない。
【００３８】
　以上の構成の情報提示システム１０による運転者支援について、支援事例を挙げながら
以下に説明する。
【００３９】
　第１の支援事例としては、車線変更時に注意喚起を行う運転支援情報の提示が挙げられ
る。当該事例においては、運転者が、車線変更を行う際に変更先の目的車線の後方車両に
気付かずに目的車線に進入しようとウインカーを操作した場合等が該当する。このとき、
後方車両の存在及び位置関係に係る環境情報とウインカー操作に係る行動情報とが、前記
要素情報として入力情報取得手段１１で取得される。そして、提示内容特定部２４では、
注意喚起情報の種類として、危険対象物となる他の車両がウインカー操作方向の後方に存
在する旨の警告情報が特定される。また、ここでは、当該注意喚起情報を直ぐのタイミン
グに伝達すべきと判断されるとともに、この注意喚起情報については、運転者に情報伝達
する感覚の優先順位として視覚、聴覚、触覚の順とされる。ところが、前記伝達影響情報
から、現時点の状況として、豪雨の下の夜間走行で、且つ、他の車両密度が高いような場
合には、負荷状態推定部２５で視覚と聴覚の負荷が高いと判断される。そこで、伝達情報
調整部２６では、提示内容特定部２４で特定された注意喚起情報の提示の優先順を変更し
、現時点の状況に応じて最も効果的に運転者に伝達され得る触覚が選択される。そして、
触覚伝達装置２２により、目的車線の後方車両の位置に対応するシートの部分を振動させ
ることで、運転者に他の車両の存在を気付かせ易くする。
【００４０】
　第２の支援事例としては、運転者の脇見運転時に注意喚起を行う運転支援情報の提示が
挙げられる。当該事例においては、運転者の顔の向きから検知される運転者の脇見運転状
態に係る運転者情報が、前記要素情報として入力情報取得手段１１で取得される。そして
、提示内容特定部２４では、注意喚起情報の種類として、運転者に対して脇見運転を止め
、前方に注意を向ける旨の警告情報が特定される。また、ここでは、当該注意喚起情報を
直ぐのタイミングに伝達すべきと判断されるとともに、この注意喚起情報については、運
転者に情報伝達する感覚の優先順位として聴覚、触覚の順とされ、視覚での伝達は行わな
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いとされる。ところが、前記伝達影響情報から、現時点の状況として、交通量は少ないも
のの車内に音楽が鳴り響いているような場合には、負荷状態推定部２５で聴覚の負荷が高
いと判断される。そこで、伝達情報調整部２６では、提示内容特定部２４で特定された感
覚の中から聴覚の選択が除外され、現時点の状況に応じて最も効果的に運転者に伝達され
得る触覚が選択される。そして、シートに設けられた触覚伝達装置２２の全ての部分を振
動させることで、運転者に脇見運転を止めさせるように注意喚起する。
【００４１】
　第３の支援事例としては、渋滞情報に基づく迂回ルートを提案する運転支援情報の提示
が挙げられる。当該事例においては、渋滞情報等を含む環境情報が、前記要素情報として
入力情報取得手段１１で取得される。そして、提示内容特定部２４では、探索した迂回ル
ートが運転支援情報として特定され、迂回すべき地点が迫っている等の状況に応じて当該
情報の提示タイミングが特定される。また、この場合、視覚での情報提示は、聴覚に比べ
て運転者が理解する時間が長いとされることから、運転者に情報伝達する感覚の優先順位
として聴覚、視覚の順とされ、情報の性質上、触覚での伝達は除外される。ここで、前記
伝達影響情報から、提示タイミング時の状況として、交通量が少なく、車内の環境音も静
かであるような場合には、負荷状態推定部２５で全ての感覚の負荷が高くないと判断され
る。そこで、伝達情報調整部２６では、提示内容特定部２４で特定された前述の感覚の中
から、直ぐに運転者に伝達可能となる聴覚が、現状で最も効果的に運転者に伝達され得る
感覚として選択される。そして、聴覚伝達装置２１から発生する音声により迂回ルートが
提案される。
【００４２】
　以上、本実施形態によれば、運転時の注意喚起を行う運転支援情報を提示する場合に、
情報提示タイミングでの環境等の状況に応じて運転者の注意容量の状態を推定し、当該注
意容量が少ない感覚を選択して、運転者に対して注意喚起情報を効果的に伝達することが
でき、注意容量限界を超えた感覚に対する無駄な情報伝達を抑制することができる。
【００４３】
　なお、前述した各種の入力情報や運転支援情報については、例示的な説明であり、これ
ら情報の内容については、特に限定されるものではない。
【００４４】
　また、前記実施形態では、自動車の運転者を対象者として、注意喚起情報を含む各種の
運転支援情報を提示する場合を図示説明したが、本発明はこれに限らず、様々な出力情報
を所定の対象者に提示するシステム全般に適用可能である。
【００４５】
　その他、本発明における装置各部の構成は図示構成例に限定されるものではなく、実質
的に同様の作用を奏する限りにおいて、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　情報提示システム
　１１　入力情報取得手段
　１２　情報伝達手段
　１３　情報提示処理装置（情報提示処理手段）
　２４　提示内容特定部
　２５　負荷状態推定部
　２６　伝達情報調整部
　２７　達成度判定処理部
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